
水
素
社
会
／
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
効
率
利
用

　
政
府
は
２
０
１
３
年
６
月
に
ま
と
め
た
成
長
戦
略
で

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
を
成
長
産
業
の
一
つ
と
位

置
づ
け
、
重
点
投
資
す
る
考
え
を
示
し
た
。
こ
れ
に
沿

っ
て
経
済
産
業
省
が
先
ご
ろ
、
燃
料
電
池
車

Ｆ
Ｃ

Ｖ

や
家
庭
用
燃
料
電
池
「
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
」
な
ど
水

素
・
燃
料
電
池
技
術
の
普
及
に
向
け
た
工
程
表
を
策

定
。
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
購
入
を
支
援
す
る
補
助
金
制
度
や
税
制

優
遇
措
置
を
講
じ
る
な
ど
の
取
り
組
み
方
針
を
打
ち
出

し
た
。
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
用
化
・
浸
透
に
弾
み
が

つ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
開
発
競
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
中
、
熱
効
率
の
高
い

火
力
発
電
に
関
す
る
技
術
が
世
界
中
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
国
内
で
は
２
０
１
１
年

の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
以
後
、
電
力
を
と
り
ま
く
状
況
が
様
変
わ
り
し
、

火
力
発
電
設
備
は
従
来
以
上
に
産
業
や
生
活
を
支
え
る
中
核
を
担
う
。
ま
た
世
界
各
地

で
新
規
火
力
発
電
プ
ラ
ン
ト
計
画
が
進
み
、
日
本
が
培
っ
て
き
た
技
術
の
実
力
が
試
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
火
力
発
電
技
術
の
中
で
も
特
に
効
率
の
高
い
ガ
ス
タ
ー

ビ
ン
コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル

Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｃ

に
つ
い
て
注
目
す
る
。

世
界
市
場
獲
得
へ
政
府
が
工
程
表
　

高
温
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
輸
出
産
業
へ
の
期
待

チ
ャ
ン
ス
広
が
る
蒸
気
タ
ー
ビ
ン

水
素
・
燃
料
電
池
に
重
点
投
資

クリーンエネで成長へ

Ｃ
Ｃ
Ｓ
技
術
採
用
で
Ｃ
Ｏ
２
排
出
大
幅
減

活
躍
の
場
広
が
る
火
力
技
術

（ ） 　　 （第２部） ２０１４年 平成２６年 ７月２９日 火曜日 　　

　
世
界
で
は
米
国
を
中
心
に

シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
革
命
が
起

き
、
さ
ら
に
Ｃ
Ｏ
２
排
出
を

抑
え
つ
つ
発
電
で
き
る
新
技

術
へ
の
ニ
ー
ズ
が
拡
大
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
各
地
で
火

力
プ
ラ
ン
ト
新
計
画
が
め
じ

ろ
押
し
だ
。
こ
う
し
た
状
況

は
日
本
の
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
メ

ー
カ
ー
に
と
っ
て
も
、
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
。
　

　
自
家
発
電
用
の

万

以
下
程
度
の
蒸
気
タ
ー
ビ
ン

製
造
を
手
が
け
る
新
日
本
造

機
は
、
２
０
１
５
年
２
月
に

初
め
て
火
力
発
電
シ
ス
テ
ム

の
ガ
リ
バ
ー
で
あ
る
米
国
Ｇ

Ｅ
に
向
け
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
を

出
荷
す
る
計
画
を
進
め
る
。

２
年
が
か
り
で
Ｇ
Ｅ
と
取
り

組
ん
で
き
た
案
件
で
、
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
市
近
郊
で
、
Ｇ
Ｅ

製
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
な
ど
と
組

み
合
わ
せ
た
合
計
出
力

万

５
０
０
０

の
プ
ラ
ン
ト

に
設
置
さ
れ
る
。
「
今
年
中

に
Ｇ
Ｅ
に
向
け
２
、
３
件
の

受
注
案
件
を
ま
と
め
た
い
」

新
日
本
造
機

と
力
を
込

め
る
。

　
今
後
の
世
界
の
電
力
供
給

を
見
据
え
る
と
、
変
動
の
大

き
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
分

散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
を
目

指
す
中
で
、
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｃ
の
役

割
は
ま
す
ま
す
高
ま
る
。
再

エ
ネ
普
及
に
は
、
起
動
力
が

あ
り
負
荷
変
動
が
で
き
る
火

力
発
電
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と

し
て
確
実
に
必
要
に
な
る
か

ら
だ
。

　
Ｇ
Ｅ
や
欧
州
の
シ
ー
メ
ン

ス
な
ど
世
界
の
メ
ジ
ャ
ー
で

も
、
起
動
速
度
や
負
荷
変
動

の
柔
軟
性
と
い
っ
た
開
発
も

ポ
イ
ン
ト
に
お
い
て
い
る
。

国
内
で
は
従
来
よ
り
さ
ら
に

柔
軟
に
負
荷
変
動
で
き
る
技

術
を
目
指
し
、
日
本
ガ
ス
タ

ー
ビ
ン
学
会
を
中
心
に
研
究

が
始
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
実

用
化
に
向
け
た
ア
プ
ロ
ー
チ

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｃ
は
、
液
化
天
然

ガ
ス

Ｌ
Ｎ
Ｇ

を
燃
焼
し

て
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
を
使
っ
て

発
電
し
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら

出
る
高
温
の
排
出
ガ
ス
を
生

か
し
、
ボ
イ
ラ
と
蒸
気
タ
ー

ビ
ン
を
組
み
合
わ
せ
も
う
一

度
発
電
す
る
方
式
。
従
来
捨

て
ら
れ
て
い
た
廃
熱
を
利
用

す
る
た
め
、
従
来
型
の
Ｌ
Ｎ

Ｇ
火
力
発
電
プ
ラ
ン
ト
と
比

較
し
、
相
対
値
で
約

％
高

い
プ
ラ
ン
ト
効
率
を
達
成
で

き
る
。
こ
の
た
め
燃
料
抑
制

が
で
き
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
を
抑

え
ら
れ
る
。

　
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｃ
は
起
動
性
の
良

さ
と
い
っ
た
特
徴
か
ら
、
東

日
本
大
震
災
前
ま
で
は
主
に

ピ
ー
ク
時
の
調
整
な
ど
を
柔

軟
に
行
え
る
役
割
と
し
て
使

わ
れ
て
き
た
。
現
在
は
ベ
ー

ス
電
源
と
し
て
も
発
電
所
や

自
家
発
電
を
行
う
工
場
な
ど

で
稼
働
し
て
い
る
。
日
本
の

Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｃ
プ
ラ
ン
ト
に
関
す

る
技
術
は
世
界
で
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
に
あ
る
と
言
わ
れ
、
輸

出
産
業
と
し
て
の
期
待
も
か

か
る
。

　
こ
れ
ま
で
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｃ
技
術

は
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
の
高
温
化

と
大
型
化
で
飛
躍
的
に
性
能

を
向
上
さ
せ
て
き
た
。
電
力

中
央
研
究
所
の
渡
辺
和
徳
上

席
研
究
員
は
「
燃
焼
器
や
タ

ー
ビ
ン
動
静
翼
で
高
温
に
耐

え
ら
れ
る
材
料
が
開
発
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
冷
却
技
術
や

遮
熱
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
の

向
上
も
大
き
い
」
と
解
説
す

る
。
１
９
８
４
年
に
東
北
電

力
東
新
潟
火
力
発
電
所
で
わ

が
国
初
の
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｃ
発
電
設

備
が
稼
働
し
た
時
の
タ
ー
ビ

ン
入
口
ガ
ス
温
度
は
１
１
０

０
度
Ｃ
だ
っ
た
の
が
、
現
在

実
用
化
さ
れ
て
い
る
最
新
プ

ラ
ン
ト
で
は
１
６
０
０
度
Ｃ

ク
ラ
ス
ま
で
上
昇
し
て
い

る
。

　
こ
う
し
た
技
術
開
発
を
け

ん
引
し
て
き
た
三
菱
日
立
パ

ワ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
は
高
砂
工

場

兵
庫
県
高
砂
市

に
次

世
代
大
型
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
を

用
い
た
世
界
最
大
級
の
Ｇ
Ｔ

Ｃ
Ｃ
実
証
設
備
を
２
０
２
０

年
の
稼
働
に
向
け
建
設
す

る
。
出
力
は

万
８
０
０
０

で
、
タ
ー
ビ
ン
入
口
ガ

ス
温
度
は
１
６
５
０
度
Ｃ
ク

ラ
ス
と
な
る
。

　
国
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
さ

ら
に
世
界
最
高
効
率
の
１
７

０
０
度
Ｃ
ク
ラ
ス
の
開
発
に

向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
取

り
組
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

開
発
さ
れ
た
技
術
の
一
部

は
、
既
に
１
６
０
０
度
Ｃ
ク

ラ
ス
な
ど
で
先
行
的
に
応
用

さ
れ
て
い
る
。

　
超
高
温
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
を

実
現
す
る
革
新
技
術
が
発
電

用
タ
ー
ビ
ン
全
体
の
競
争
力

強
化
に
波
及
し
て
い
る
状
況

だ
。

▲岩
谷
産
業
が
７
月
に
開
所
し

た
「
商
用
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」

兵
庫
県
尼
崎
市

　
工
程
表
は
関
係
業
界
の
代

表
者
ら
で
構
成
す
る
経
産
省

の
有
識
者
会
議
が
、
６
月
に

ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と

実
用
化
・
普
及
は
３
段
階
で

進
め
る
。
当
面
は
燃
料
電
池

や
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
活
用
を
飛
躍
的

に
拡
大
し
、
水
素
・
燃
料
電

池
分
野
の
世
界
市
場
獲
得
を

目
指
す
。

年
代
後
半
ま
で

の
第
２
段
階
で
は
、
水
素
の

供
給
源
を
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
広
げ
、
大
規
模
な
水
素

供
給
シ
ス
テ
ム
を
確
立
。
さ

ら
に
第
３
段
階
で
水
素
の
製

造
技
術
に
二
酸
化
炭
素

Ｃ

Ｏ
２

回
収
・
貯
留

Ｃ
Ｃ

Ｓ

技
術
を
組
み
合
わ
せ
る

な
ど
し
、
Ｃ
Ｏ
２
が
出
な
い

水
素
供
給
シ
ス
テ
ム
を

年

ご
ろ
ま
で
に
構
築
す
る
。

　
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
普
及
策
と
し
て

は
、
電
池
に
使
う
電
解
質
膜

の
薄
膜
化
な
ど
車
両
の
低
コ

ス
ト
化
に
向
け
た
技
術
開
発

に
も
取
り
組
む
。
こ
れ
に
よ

り

年
ご
ろ
を
め
ど
に
、
価

格
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
並
み

の
２
０
０
万
円
台
に
引
き
下

げ
る
。
自
動
車
購
入
者
の
た

め
の
補
助
金
制
度
や
税
制
優

遇
措
置
は

年
度
予
算
の
概

算
要
求
、
税
制
改
正
要
望
に

盛
り
込
む
方
針
。
実
用
化
当

初
の
需
要
を
底
上
げ
し
、
量

産
効
果
を
高
め
る
狙
い
だ
。

　
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
当

面
の
目
標
と
し
て

年
度
ま

で
に
、
大
都
市
圏
を
中
心
に

１
０
０
カ
所
程
度
確
保
。
さ

ら
に
設
計
仕
様
を
標
準
化
す

る
な
ど
し
て
設
置
コ
ス
ト
を

引
き
下
げ
る
と
と
も
に
、
規

制
・
制
度
の
見
直
し
を
進
め

て
増
設
を
促
す
。
政
府
は
Ｆ

Ｃ
Ｖ
を
含
む
次
世
代
自
動
車

の
販
売
台
数
が
新
車
全
体
に

占
め
る
割
合
を
、

年
の
２

割
強
か
ら

年
ま
で
に
５
―

７
割
に
高
め
る
目
標
を
成
長

戦
略
で
掲
げ
た
。
今
後
の
成

長
分
野
と
し
て
、
予
算
を
重

点
配
分
す
る
考
え
だ
。

　
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
に
つ
い
て

は
部
品
の
共
通
化
や
点
数
削

減
、
発
電
効
率
の
向
上
を
図

る
な
ど
し
て
設
置
費
用
を
低

減
し
、
普
及
台
数
を
足
元
の

７
万
６
０
０
０
台
か
ら

年

に
１
４
０
万
台
、

年
に
は

５
３
０
万
台
に
増
や
す
。
業

務
・
産
業
向
け
の
定
置
用
燃

料
電
池
で
は
、
発
電
効
率
が

高
い
固
体
電
解
質
型
燃
料
電

池

Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ

の

年
度

の
実
用
化
を
目
指
す
。
水
素

発
電
に
つ
い
て
は
自
家
発
電

用
で

年
ご
ろ
、
発
電
事
業

用
で

年
ご
ろ
に
本
格
利
用

の
段
階
に
移
る
構
想
だ
。

　
政
府
が
燃
料
電
池
を
は
じ

め
と
す
る
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
に
力
を
入
れ
る
背
景

に
は
、
環
境
負
荷
の
低
減
や

新
産
業
の
創
出
に
よ
る
成
長

加
速
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保

障
の
強
化
と
い
っ
た
狙
い
が

あ
る
。
水
素
燃
料
は
利
用
段

階
で
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
し
な
い

た
め
、
水
素
の
製
造
工
程
に

Ｃ
Ｃ
Ｓ
技
術
を
採
り
入
れ
る

な
ど
す
れ
ば
、
製
造
か
ら
利

用
ま
で
の
全
過
程
で
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
大
幅
削
減
、
ま
た

は
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
例
え
ば
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
普
及

台
数
が
自
家
用
乗
用
車
保
有

台
数
の
１
割
に
当
た
る
６
０

０
万
台
に
な
れ
ば
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
の
区
分
の
う
ち

旅
客
部
門
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
を
お
よ
そ
９
％
削
減
す
る

効
果
が
見
込
め
る
と
い
う
。

　
成
長
産
業
と
し
て
も
期
待

で
き
る
。
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー

経
済
研
究
所
の
試
算
に
よ
る

と
水
素
燃
料
・
燃
料
電
池
車

関
連
の
機
器
や
イ
ン
フ
ラ
に

か
か
わ
る
産
業
の
国
内
市
場

は
、
足
元
の
数
百
億

１
０

０
０
億
円
か
ら

年
時
点
で

約
１
兆
円
規
模
、

年
に
は

約
８
兆
円
規
模
に
拡
大
す

る
。
し
か
も
日
本
は
燃
料
電

池
分
野
の
特
許
出
願
件
数
で

世
界
の
首
位
に
立
ち
、
そ
の

多
さ
は
２
位
以
下
に
比
べ
て

５
倍
以
上
と
、
諸
外
国
・
地

域
を
引
き
離
し
て
い
る
。
国

際
競
争
で
圧
倒
的
に
有
利
な

地
位
に
あ
る
わ
け
だ
。

　
さ
ら
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全

保
障
の
観
点
で
も
、
水
素
燃

料
の
実
用
化
に
は
大
き
な
意

味
が
あ
る
。
水
素
は
石
油
精

製
業
や
鉄
鋼
業
の
製
造
プ
ロ

セ
ス
で
副
次
的
に
発
生
す
る

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
未
利
用
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
か
ら
つ
く
り
出
す
こ

と
が
で
き
る
。
地
政
学
的
リ

ス
ク
が
大
き
い
中
東
地
域
か

ら
の
輸
入
に
多
く
を
依
存
し

て
い
る
石
油
な
ど
と
比
べ
て

安
定
調
達
が
見
込
め
る
ほ

か
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の

向
上
も
期
待
で
き
る
。

　
こ
う
し
た
利
点
を
踏
ま
え

て
政
府
は
工
程
表
で
示
し
た

水
素
の
製
造
、
輸
送
・
貯

蔵
、
利
用
に
か
か
わ
る
施
策

を
着
実
に
進
め
、
水
素
社
会

の
実
現
に
つ
な
げ
る
考
え

だ
。


